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研究成果の概要（和文）： 

(1)幼児の日常生活の活動量を知るために、トレッドミル運動負荷テストを用いて心拍数、酸素
摂取量、ライフコーダの関連を検討した結果、生活習慣記録装置ライフコーダ（スズケン社
製）が幼児の活動量の指標になることを明らかにした。 

(2)ライフコーダを用いて幼児の 1週間の行動記録と運動量を測定した結果、幼児の適正運動量
は毎日 1時間以上あそびをすることが望ましい事を明らかにした。 

(3)運動能力が優れている幼児は屋外遊び時間が多くみられ、骨密度も高く、接地足跡面の形成
も早い傾向が認められた。 

(4)園生活において運動あそびプログラムを実践した幼児は活動量も向上し、運動能力、骨密度、
接地足蹠の形成にも効果が認められた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
(1) We measured heart rate, oxygen uptake, and Lifecorder for daily physical activity using treadmill in 

Preschool Children. As results, Lifecorder (Suzuken, Japan) proclaimed the assessment of infant 

daily physical activity. 

(2) We determine behavioral record and physical activity for 7 continuous days by Lifecorder, and 

optimum physical activity indicated more than one hour per day in preschool children. 

(3) High-motor ability infant indicated high bone density, the formation of plantar arch early in 

preschool children. 

(4) Infants with physical activity program improved daily physical activity, and also improved motor 

ability, bone density, and the formation of plantar arch in kindergarten. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 我々は、30 年前から幼児の体力測定を毎年
実施し、体力の低下が続いていることを確認
している。子どもの体力低下は将来的に国民
全体の体力低下につながり生活習慣病の増
加やストレスに対する抵抗力の低下などを
引き起こすことが予想され、社会全体の活力
が失われるという事態に発展しかねること
が危惧されている。 
近年、文部科学省基盤研究 B（平成 17 年～

20 年）「子どもの適正運動量測定システム及
び IT 機器を用いた運動プログラムの開発」
の中で小学生の適正運動量の基準値を明ら
かにし、IT 教材を使って活動量の低い児童に
ついて各種の運動プログラムを実施した結
果、低学年ほどその効果が大きいことを明ら
かにし、幼児期における体力づくりの必要性
を指摘し、幼児期からの活動量の評価基準作
成及び体力向上プログラムの開発が重要で
あると考えた。これまでの研究成果を基に幼
児の体力・運動能力特性や日常の身体活動量
を明確にし、教育現場で活用できる指標およ
び体力向上プログラムの開発を行う。幼児期、
特に幼稚園現場での楽しい運動体験は、心身
の健全な発達および小学校教育へのスムー
ズな移行など大きな役割を担うものと考え
る。 
 
２．研究の目的 
 
現在に至るまでの研究成果を基に幼児の

体力・運動能力特性や日常の身体活動量を明
確にし、教育現場で活用できる指標および体
力向上プログラムの開発を行う。これらの測
定結果を基に、幼児の適正運動量と至適運動
強度を明確に示すとともに、運動指導プログ
ラムを開発しようとするものである。 

 
３．研究の方法 
 
対象：3-6 歳の幼稚園園児男女 1392 名 
 
実験(1)：運動強度評価基準の作成 
 
①幼児用トレッドミルを使用し、多段階漸 
増負荷テストを行い、心拍数、酸素摂取 
量、ライフコーダとの関係式を作成する。 

②心拍数、酸素摂取量を基にライフコーダ 
が運動強度の指標となるか否かを決定
する。 

 
実験(2)：ライフコーダの検証 
 
①ライフコーダと心拍数連続測定装置を 
用いて 1日の運動強度、運動量、歩数測
定と行動観察を行う。 

実験(3)：生活実態調査 
 

幼児の生活実態調査を保護者および
幼稚園の担任に対しアンケート調査
を行い、園児の家庭や園内生活の実態
を把握する。 
 

実験(4)：運動能力調査 
 

全園児を対象に体力測定を行う。測定
項目は 25m 走、ボール投げ、捕球、両
足連続飛び越し、立ち幅跳び、体支持
持続時間の計 6項目とし、園児の体力
の現状を把握する。 
 

実験(5)：骨密度測定 
 

小児用超音波骨密度測定装置（ＣＭ－
100 古野電機社製）を用いて右足踝
骨を通過する音速を測定し、骨密度の
指標とする。 
 

実験(6)：接地足蹠面の測定 
 

ピドスコープ VTS120（パテラ研究所
製）を用い、接地足蹠はピドスコープ
に接続されたパソコンを用いて保存
し、評価を行う。 
 

実験(7)：運動あそびプログラムの実践 
 

独自の運動あそびを園生活において 3
カ月間実践する。 

 
 
４．研究成果 
 
実験(1)：運動強度評価基準の作成 

幼児用トレッドミルを使用し、多段
階漸増運動負荷テストを行い、心拍
数、酸素摂取量、ＬＣ運動強度を測
定し、それぞれの関係式がｐ＜0.01
の範囲で有意な関係が認められ、ラ
イフコーダのＬＣ運動強度が幼児の
運動強度の指標になることが明らか
になった。 

 
実験(2)：ライフコーダの検証 

ライフコーダを幼児のズボンに１週
間連続して装着し、歩数、運動強度、
運動量、総消費量を測定した結果、
歩数は男児で加齢に伴い増加し、女
児で減少の傾向を示した。運動量、
総消費量は男児女児伴に加齢に伴い
増加する傾向を示した。曜日別に見
ると休日（土－日）で活動量が低く、
平日（月－金）で活動量が多い傾向



 

 

が見られた。幼児の適正活動量は、
歩数で男児の年少 13555 歩,年中
14086 歩,年長 14320 歩,女児の年少
12613歩,年中12452歩,年長12426歩
以上が望ましいと考える。運動強度
は６以上が10パーセント以上必要で
あると考えられる。運動量は男児の
年少 107kcal,年中 132kcal,年長
149kcal,女児の年少 95kcal,年中
111kcal,年長 121kcal 以上が望まし
いと考えられる。総消費量は 男児の
年少 1230kcal,年中 1330kcal,年長
1407kcal, 女児の年少 1158Kcal, 
年中 1221kcal,年長 1274kcal 以上
が望ましいと考えられる。 

 
実験(3)：生活実態調査 

①テレビの視聴時間、パソコン・ゲーム

をする時間、外遊びの場所・頻度・時

間、我慢強い、やる気がある、運動教

室の参加で、男児が女児に比して優位

に高い傾向が、家事の手伝い、家事の

手伝いをさせる、食事の後かたずけ、

衣服の着脱の項目で女児が男児に比

して優位に高い傾向が認められた。 

②はいはいをするようになった時期が

早い赤ちゃんが独り歩きが可能な時

期と比例関係にあり、独り歩きが可能

な時期と現在の運動場所、体を活発に

動かす遊びをする頻度との間に有意

な関係がみられた。 

③3才までにからだをたくさん動かした

幼児は現代の運動場所、体を活発に動

かす遊びをする頻度、外遊びの時間と

の間に有意な関係が認められた。 

④保護者との共食の頻度が高い幼児は

そうでない幼児に比して朝食の摂取

頻度が高く、朝すっきり目覚める頻度

が高い傾向を示した。 

⑤友達の人数が多い幼児は戸外遊びの

頻度、体を活発に動かす遊びの頻度、

外遊びの時間が多い傾向が認められ

た。 

⑥保護者の子供に対する運動に対する

関心・態度や行動が幼児の遊ぶ場所、

体を動かす頻度や強度、外遊びの時間

にも大きく影響すること 

⑦保護者の中・高等学校時代の運動経験

が子どもの運動意欲や関心、経験に大

きく影響することが明らかになった。 

 

実験(4)： 運動能力調査 

① 25m走、立ち幅跳び、硬式テニスール

投げ、体支持持続時間、両足連続跳び

、捕球の結果は加齢とともに増加傾向

を示した。 

② 25m 走、立ち幅跳び、硬式テニスボー

ル投げは男児が女児に比べ高い傾向

を示した。 

③ 運動能力を示す5段階評価は男児の

4.0歳前半で、A判定18.8％、B判定43.8

％、C判定25.0％、D判定12.4％、E判

定0％を示し、女児の4.0歳前半で、A

判定11.1％、B判定33.4％、C判定38.9

％、D判定16.7％、E判定0％を示し、

加齢による変化は認められなかった。 

 

実験(5)：骨密度測定 

骨密度は、男児4歳1519.7＋29.3（ｍ／

sec）,5歳1520.0＋30.0］(ｍ／sec),6

歳1523.9；24.2(ｍ／sec),女児4歳

1522.0＋17.6、5歳1515.2＋22.4、6歳

524.8；22.9と加齢に伴い続か傾向を示

し、5歳と6歳の間で有意な差が認めら

れた。 

 

実験(6)：接地足蹠面の測定 

標準型が男児4歳57.1％～6歳71.％、女

児4歳72.5％～6歳84.1％と最も高く、

続いて右足優位、左足優位、偏平足、

凹型の順であった。 

 

実験(7)：運動あそびプログラムの実践 

園生活の指導プログラムに運動あそび

（体操教室、親子体操、ピョンピョン

チャレンジ、かけっこタイムなど）を

導入し、特に運動能力の低い幼児に注

目しながら継続的に運動あそびを実施

した結束、 

①運動能力はA,B判定が増加し、DE判定が

減少した。 

②歩数、運動量、総消費量も増加し、運

動能力テストの低い幼児の日常生活に

おける活動量も増加し、運動能力の向

上が認められた。 

以上の結束、運動能力と身体活動量の

関係は運動能力が高い幼児程、歩数、

運動量が高い傾向が認められ日常生活

における遊びの重要性が示唆された。 
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